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キ ャッシュフロー表 に よる分析 の意 義 と問題点

佐 久 間 敬

1.は じめ に

家 計 の キ ャ ッ シュ フ ロ ー 表 は ラ イ フ イベ ン トに基 づ き,収 入 ・支 出 そ して 貯

蓄 残 高 の推 移 を長 期 に わ た り表 形 式 に ま とめ た もの で あ る。 キ ャ ッ シ ュ フ ロー

表 に よ り収 入 ・支 出 の 問題 点 が 明 確 に な り,解 決 策 の検 討 も可 能 とな る。

そ の た め,顧 客 の ラ イ フ プ ラ ン達 成 の た め に資 産 設計 を立 案 し,そ の 実行 を

手 助 け す る こ と を役 目とす る フ ァイ ナ ンシ ャ ル ・プ ラ ンナ ー に とっ て は,キ ャ

ッシ ュ フ ロ ー表 の 活 用 は最 重 要 の ツー ル で あ る。

に もか か わ らず,こ れ まで研 究 ら しい研 究 も され て こ なか っ た し,ど の よ う

なキ ャ ッ シュ フ ロー 表 が い い の か 日本FP協 会 で ひ な型 を 出す こ と もなか っ た

との 指 摘 もあ る1)。

そ こで,こ の小 論 で は キ ャ ッシ ュ フ ロ ー表 研 究 の 第 一 歩 と して,キ ャ ッ シュ

フ ロ ー表 を具体 的 に活 用 して,そ の意 義 と問 題 点 を 明確 に した い と考 え て い る。
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2.キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 表

住 宅 ・教育 ・老 後 な どの将 来の ライ フイベ ン トに基づ き,多 期 間にわた る将

来 の収支や貯 蓄残 高 を予想 し,表 形式 に ま とめたのが キ ャッシュフロー表で あ

る2)。

キ ャッシュフロー表 の項 目として,一 般 的 には,ラ イフイベ ン トに加 えて

収入項 目:給 与収入(可 処分所得),公 的年金,一 時収入(退 職金 な ど)

支 出項 目:基 本 生活費(食 費,水 道光熱費,通 信費 な ど),住 宅 費,教 育 費,

保 険料,そ の他 の支出

貯 蓄残高:当 年 貯蓄残高=前 年貯 蓄残高 ×(1+運 用率)+当 年年 間収 支

が考 え られ よう。

キ ャ ッシュ フロー表 を作 成す る こ とに よ り,各 年度 の家計 の収支 や貯 蓄残 高

の推移 を見 る こ とがで き,家 計 の支払 い能力 や貯蓄 能力 につい ての長期 的 トレ

ン ドが一覧 で きる。 この ことによ り,ラ イ フプラ ンの達成が資金面 で可 能か ど

うか の予測 や,現 状お よび将 来の問題点 が把握 で き,問 題点 の解 決策の検 討が

可能 とな る。

キ ャ ッシ ュ フロ ー 表 の 意 義 を 明確 に す る た め に,具 体 例 を考 え る。

佐 藤 家 の プ ロ フ ィー ル は

氏名 年齢 職業

夫 佐藤太郎 37歳 会社員

妻 花子 35歳 専業主婦

長女 桜 6歳 幼稚園

長男 一 ・郎 3歳
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で あ る。

佐 藤 家 の将 来 の ライ フ イベ ン トは次 の通 りで あ る。

・43歳 で3000万 円 の住 宅 を購 入 す る。 頭 金 は500万 円 で ,2500万 円 の 住 宅 ロ

ー ン(固 定 金 利3%
,期 間20年,元 利 均 等 返 済)を 組 む 。

・長 女 ,長 男 と も幼 稚 園 は私 立,小 学校 か ら高 校 まで は公 立,長 女 は私 立 の

短 大,長 男 は私 立 の大 学 に進 学 す る とす る。

・長 女 の 結 婚 資 金 と して200万 円 を準 備 す る。

・車 は6年 ご と に買 い換 え ,予 算 は150万 円 とす る。

・定 年 は60歳 で ,退 職 金 は2000万 円(現 在 の退 職 金 は300万 円)と す る。

・老 後 の 準 備 資 金 は3000万 円 を 目標 とす る。

この ライ フイ ベ ン トに基 づ い て佐 藤 家 の キ ャ ッシ ュ フ ロ ー表 を作 成 す る と表

1の よ うに な る3)。 表1の キ ャ ッシ ュ フロ ー 表 に基 づ い て,収 入 ・支 出 ・貯 蓄

残 高 の推 移 を グ ラ フ化 した もの が 図1で あ る。 表1と 図1か ら貯 蓄 残 高 が 住 宅

購 入 直 後 か ら,恒 常 的 に赤 字 に な っ て い る こ とが わ か る。

3.解 決策の検討

そ こで,佐 藤家 の支 出面,収 入面,さ らに ライフプラ ンそ の もの につ いての

検討 が必要 となる4)。

支出面の検討:住 宅 ロー ンが適正 か どうか。 生命保 険の保障が必 要保障額 に

見合 っているか どうか。生命保 険の種 類 も検討 し,保 険料の削減 も行 う。節約

も可能 か どうか検 討す る。

収入面 の検 討:収 入 の増加 策 を検 討す る。共働 きな ども考 える。資産運用 も

検討す る。

ライ フプ ラ ンの検討:住 宅の購 入金額,時 期 な どの ライフプラ ンの変 更 も考

える。

住宅購入 後の佐藤家 の赤字額か ら,ま ず,住 宅購入計 画の変更が必要 と思 わ

れる。 住宅購i入額 を2500万 円に変更 し,住 宅 ロー ンを2000万 円にす る。
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表1佐 藤 家 の キ ャ ッシ ュフ ロー表

年

齢

夫 太郎 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

妻 花子 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

長女 桜 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

長男 一郎 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

太郎

花子

桜
一郎

● 車 ●住宅 ● 車

1小 学 校1中 学 校 高 校

1(私)幼稚園1小 学 校 中 学 校

変動率

収

入

太郎 * 545 555 565 575 585 595 603 611 619 627 634 637 640

花子

臨時収入 2500

収入合計 545 555 565 575 585 595 3103 611 619 627 634 637 640

支

出

基本生活費 * 315 322 329 336 343 350 359 368 378 388 399 405 411

住宅費 96 96 96 96 96 96 168 168 168 168 168 168 168

教育費 58 36 94 94 72 72 72 91 91 91 105 105 105

保険料 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38

臨時支出 150 3000 150

支出合計 507 492 557 714 549 556 3637 665 675 835 710 716 722

貯
蓄

年間収支 38 63 8 一139 36 39 一534 一54 一56 一208 一76 一79 一82

貯蓄残高(翻率) 0% 383 446 454 315 351 390 一144 一198 一254 一462 一538 一617 も99

つ ぎに,生 命保 険 の見直 しをす る5)。 そのため には,必 要保 障額 を求 める こ

とか ら始 め る。

必要保 障額 は

必要保 障額=遺 族 の生涯支 出一 遺族 の生涯収入

の計算 式か ら求 め られ る。

遺族 の生涯支 出 として,遺 族 の生活費,大 学卒 業 まで の教育費,住 居費の よ

うな支 出が考 え られ る。遺 族 の生 活 費 は子 供 が大学 を卒 業 す る まで の生活 費

(現在 の基 本生活 費 の70%)と,子 供 が大 学卒業 後 の妻 の生活 費(現 在 の基本

生活費 の50%)の 合計 であ る。具体 的 に佐 藤家 のキ ャ ッシュフロー表 に基づ い
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50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

● 車 ● 車 ● 定年

●就 職 ● 結婚

1

(私)短 大1

高 校1(私)大 学 ● 就 職

643 646 652 645 638 631 624 618 583 550

2000

643 646 652 645 638 631 624 618 583 550 2000 0 0

418 425 431 428 425 422 419 414 404 394 390 390 390

168 168 168 168 168 168 168 168 168 168 168 168 168

168 139 50 195 82 82 82

38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38

150 150 200

792 770 837 829 713 710 707 620 760 800 596 558 558

一149 一124 一185 一184 一75 一79 一83 .2 一177 一250 1404 一558 一558

一848 一972 一1157 一1341 一1416 一1495 一1578 一1580 一1757 一2007 一603 一1161 一1719

400e

3e◎0

2000

1000

0

一1000

一一2000

一3000

万円 磨壌 佐藤家の収入・支出 ・貯蓄残高

無齢
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て考 えて み よ う。

生 活 費 は

(315万 円)×70%×20年+315万 円x50%× 平 均 余 命(85-55)=9135万 円

で あ る。 大 学 卒 業 まで の 教 育 費 は1884万 円 で あ る。 そ して,住 居 費 は

96万 円x平 均 余 命(85-55)=2880万 円

で あ る。 これ らよ り,遺 族 の生 涯 支 出 は13899万 円 に な る。

次 に,遺 族 の 生 涯 収 入 と して,公 的 年 金,勤 務 先 か らの死 亡 退 職 金,妻 の 就

業 に よ る収 入 な どが 考 え られ る。

公 的 遺 族 年 金 は,遺 族 基 礎 年 金(子 供 が18歳 に な る ま で),遺 族 厚 生 年 金

(報 酬 比 例 相 当 部分 の4分 の3),中 高 齢 寡 婦 加 算 が あ る6)。 佐 藤家 の 場 合 を見

て み よ う。

遺 族 基 礎 年 金 は基 本 額(79.21万 円)に,18歳 に な る まで の 子 供 の 人 数 に応

じた 加 算 額(22.79万 円)か ら計 算 され る。遺 族基 礎 年 金 の受 給 総 額 は

妻=7921万 円x子 供 が18歳 に な る まで の 年 数(15年)=1188万 円

長 女:22.79万 円 ×18歳 に な る まで の 年 数(12年)=273万 円

長 男:22.79万 円 ×18歳 な る まで の 年 数(15年)=342万 円

か ら,1803万 円 とな る 。

遺 族 厚 生 年 金 は,い ま平 均 標 準 月額 を35万 円 とす る と

35万 円x孟1。 ×3・・月 ×1・・31× ・・985×{-6・ 万 円

と して 計 算 され る。 そ こで,遺 族 厚 生 年 金 の支 給 総 額 は

60万 円 ×妻 の平 均 余 命(85-35)=3100万 円

で あ る。

中高 齢 寡 婦 加 算 は,子 供 が18歳 にな った と きの 年 齢 か ら65歳 まで 支 給 され る。

そ こで,中 高齢 寡 婦 加 算 の受 給 総 額 は

59.42万 円 ×(65-50)=891万 円

とな る。

老齢 基礎 年 金 は65歳 か ら支 給 され る。 そ こで,老 齢 基 礎 年 金 の受 給 総 額 は

79.21万 円 ×平 均 余 命(85-65)=1584万 円
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であ る。以上か ら,公 的年金 の受給総 額 は7278万 円 となる。

次 に,妻 の就業 に よる収入 を年150万 円 とす る。55歳 まで就 業す る と して

150万 円 ×(55-35)=3000万 円

であ る。死亡退職 金 は300万 円で ある。 そ して,現 在 の貯 蓄残 高 は383万 円であ

る。 これ らよ り,遺 族 の生涯収 入 は10961万 円 となる。

以上 よ り,必 要保 障額 は遺族 の生涯支 出13899万 円か ら遺族の生涯収 入10961

万 円を引 くと2938万 円 とな る。そ こで,佐 藤家 が現在想定 してい るライ フプ ラ

ンであれば,死 亡保障が3000万 円の生命保 険 に加 入す る ことが適 当 と考 えられ

る。

佐 藤 家が現 在加 入 してい る生命 保 険 は,満 期保 険金1000万 円 ・死 亡保 険 金

1000万 円の養老保 険(保 険期 間60歳 まで)で ある。保 険料 は月31700円 で あ る。

必 要保 障額 も不足 してお り,加 入 時の予 定利率 も低 く加 入期 間 も短 いので解 約

す る。 そのか わ りに,死 亡保 障が3000万 円の定期保 険(保 険料払 込期 間20年)

に加 入す る。保 険料 は月9870円 であ る7)。 保 険の見 直 しに よ り,年 間26万 円の

保 険料が削減 で きた こ とになる。

住宅購入額 ・住宅 ロー ンの変更 と生命保険 の見 直 しだけでは,佐 藤家 の貯 蓄

残 高 の恒常 的赤 字 は解決で きない。そ こで,貯 蓄残 高 の運用 も考 える。貯 蓄残

高 を9%で 運用 す る と,赤 字 は解 消す る。 あ るい は,基 本生活 費 を8%節 約す

る ことが で きれ ば,3%の 運 用で赤字 は解消 す る。 ただ し,こ れ らの改善 策で

は老後資金3000万 円は準備 で きない。 そ こで,妻 が44歳 か ら54歳 までの11年 間

を年100万 円の収入 を得 る こ とが で きれば,老 後 資金 は準 備 で きる。 この解 決

策 のキ ャ ッシュフ ロー表 は表2で 示 され る。 また,表2の キ ャッシュ フロー表

に基 づいた収入 ・支 出 ・貯 蓄残高 の推移 の グラ フは図2の よ うになる。
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表2佐 藤家の キャッシュフロー表(解 決策)

年

齢

夫 太郎 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

妻 花子 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

長女 桜 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

長男 一郎 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

太郎

花子

桜
一・郎

● 車 ●住宅 ● 車

1小 学 校[中 学 校 高 校

1(私)幼稚園1小 学 校 中 学 校

変動率

収

入

太郎 * 545 555 565 575 585 595 603 611 619 627 634 637 640

花子 100 100 100 100 100 100

臨時収入 2000

収入合計 545 555 565 575 585 595 2603 711 719 727 734 737 740

支

出

基本生活費 * 290 296 303 309 316 322 330 339 348 357 367 373 378

住宅費 96 96 96 96 96 96 134 134 134 134 134 134 134

教育費 58 36 94 94 72 72 72 91 91 91 105 105 105

保険料 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

臨時支出 150 2500 150

支出合計 456 440 505 661 496 502 3048 576 585 744 618 624 629

貯
蓄

年間収支 89 115 60 胡36 89 93 一445 135 134 一17 116 113 111

貯蓄残高(運用率) 3% 394 521 597 529 634 746 323 468 616 617 752 887 1025

35◎0

30◎0

2500

20◎0

1500

1000

500

0

万円 図2佐 藤家の収入 ・支出・貯蓄残窩(解 決策)
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50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

● 車 ● 車 ● 定年

●就 職 ● 結婚(私)短 大1

高 校1(私)大 学1● 就 職

643 646 652 645 638 631 624 618 583 550

100 100 100 100 100

2000

743 746 752 745 738 631 624 618 583 550 2000 0 0

385 391 397 394 391 388 385 381 372 362 390 390 390

134 134 134 134 134 134 134 134 134 134 134 134 134

168 139 50 195 82 82 82

12 12 12 12 12 12 12 12

150 150 200

699 676 743 735 619 616 613 527 656 696 524 524 524

44 70 9 10 119 15 11 91 一73 一146 1476 一524 一524

1100 1203 1248 1295 1453 1512 1568 1706 1684 1589 3113 2682 2238
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4.キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 表 に よ る分 析 の 問 題 点

以上 の よ うに,キ ャ ッシュフロー表 に よ り,将 来 の家計 の収 支の問題点が 明

確 に なる。さ らに,キ ャッシュフロー表 に よる種 々の シ ミュ レー シ ョンによ り,

問題点 の解 決策が い ろい ろ と提 示 され るので,選 択肢 が広 が る。 しか し,キ ャ

ッシュフロー表 の分析 にお いては,次 の ような問題点 が指摘 され ている。

① キ ャ ッシュ フロー表の収入 は将 来の予想 に基づ いてい る。現在 は終 身雇用 ・

年功序列賃金 で な くな りつ つあ る し,公 的年金へ の信頼性 の欠 如か ら,将 来

の収入 を想 定す る ことは困難で ある。 そ こで,将 来 の収入 に基 づいて支 出の

実現可 能性 を検討す るよ りも,支 出 に備 えて これ だけの収入 が必要で ある こ

とを示 してい る と考 える方が適切 と思 われ る8)。

② キ ャ ッシュ フロー表 にお ける資 産運用 で は,貯 蓄残 高 に運用率が考慮 されて

い る ぐらいで あ る。 この ような資産運用 の決 め方 で は,リ ス クを考慮せず に

資産運用す る ことになる9)。

注

1)こ の 点 に関 して は伊藤 宏 一・・浅 井秀 一・(2003a)を 参 照。

2)キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 表 の 作 成 の 仕 方 や 一般 的 な意 義 に つ い て は,貝 塚 啓 明 監 修

(2006a),日 本FP協 会(2004)を 参照 。

3)キ ャ ッシュ フ ロー 表 の夫 の収 入(可 処 分 所 得)と 基 本 生 活 費 の デー タは 『家 計 調

査 年報 』(平 成12年 度)第3-2表 を参 考 に した 。 この デー タに基 づ いて 変動 率*

を導 出 して い る。教 育 費 は 日本FP協 会(2004)p.45を 参 考 に した。

4)プ ラ ンの検 討 につ いて は 日本FP協 会(2004)を 参照 。

5)生 命保 険 の見 直 しにつ い て は 日本FP協 会(2004)を 参 照 。

6)公 的遺 族 年金 の具体 的内容 につ い て は生命 保 険 文化 セ ンター(2006)を 参 照 。

7)養 老 保 険 の デー タは 日本FP協 会(2004)p.54を 参 考 に した 。定 期 保 険 の保 険料

は オ リ ックス生 命http://www2.orix.cp.jp/ins/direct/shisan/calc/DSian.aspを 参 考

に した。

8)キ ャ ッシュ フ ロー表 の考 え方 につ い て は伊 藤 宏 一 ・浅 井秀 一(2003b)を 参照 。
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9)キ ャ ッシュ フ ロー表 にお ける 資産 運用 の 問題 点 につ いて は 山崎元(2003)を 参照 。
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